
＜議会基本条例検討資料：各会派の３．議会運営の原則・議員活動の原則及び４．市民と議会の関係（案）比較＞

＜議員活動の原則＞
１．議員は市民の多様な意見の迅速な集約
に努め、必要な政策立案、提言を行い、議
員同士議論を深める事と併せて、しっかり
と決め事（議決責任）をしていく責任を果
たさなければならない。
２．議員は市政や議会に対する自らの考え
について平易な言葉での市民への説明責任
を果たすべきである。
３．議員は我孫子市や市民の為と言う普遍
的、公的視点での発展・利益の為に活動す
べきである。
４．議員は高い倫理観、コンプライアンス
をもって誠実にその責務を果たし、当然の
ことながら、自らの言動等に責任を持たな
ければならない。
５．議員は市政発展の為、不断の調査研究
に努め、自らの資質を高めるためにも研鑽
を積まなければならない。

＜議会運営の原則＞
１．市民に開かれた議会運営に努め、市民
への説明は平易で分かりやすい言葉を使用
すべきである。
２．市民の多様な意見、考えを的確に把握
し、市政に反映させるための運営に努め
る。すなわち、市民の意見集約や迅速な決
定にも努める事。
３．適正な市政運営の評価、監視と併せ
て、会議規則や委員会条例、申し合わせ事
項等、議会運営に対しても同時に厳しく評
価し、必要な場合は見直しを適宜行う。
４．議員同士の討議の場を設ける様努める
事。
５．議員発議による条例の制定、改正など
積極的に立法機能の発揮に努める事。

(議会の活動原則)
○議会は、市民を代表する公選の議員を
もって構成される市政の意思決定機関とし
て、市民の多様な意見を的確に把握して市
政に反映させるとともに、議会運営におけ
る透明性を確保し、公平、公正かつ民主的
な議会の活動に努めるものとする。

(議会運営の基本)
○議会は、市の基本的な政策決定、市長そ
の他の執行機関(以下「市長等」という。)
の事務執行の監視及び評価、政策立案並び
に市長等に対する政策提言を行う機能が十
分発揮できるよう、円滑かつ効率的な運営
を図るとともに、市政の課題、議案等の審
議の充実に努めるものとする。

(議員の責務)
○議員は、合議制の機関である議会を構成
する一員として、一部の地域、団体の課題
のみならず、市政の課題全般について自ら
の良心と責任をもって市民の負託に応える
よう活動しなければならない。
○議員は、不断の研鑽により活動能力を高
め、常に市民福祉を念頭におき、市民の代
表としてふさわしい活動をしなければなら
ない。
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（議会運営の原則）
（１） 議会は、定例会の回数を年一回とし、会
期を通年とする。議会の会期を通年とする必要
な事項は、別に定める。
（２） 議会は市民を代表する議決機関として公
開性、公正性、透明性及び信頼性を確保し、市
民に開かれた議会を構築するものとする。
（３） 議会が市民を代表する議事機関であるこ
とを常に自覚し、市長その他の執行機関（以下
「市長等」という。）の市政運営状況を監視す
るものとする。
（４） 議会は市民の多様な意見を的確に把握す
ることに努め、市政に反映させるための議会運
営を目指すものとする。
（５） 議会が言論の府であること及び合議制の
機関であること並びに議員間は対等であること
を認識し、議員間の自由な討議を積極的におこ
なうものとする。
（６） 議会は我孫子市議会会議規則（昭和４９
年我孫子市議会会議規則第２号。以下「会議規
則」という。）、我孫子市議会委員会条例（昭
和４９年我孫子市条例第５３号。以下「委員会
条例」という。）及び議会における先例又は申
し合わせ事項は、継続して精査し、必要があれ
ば見直しを行うものとする。
（７） 議会は市民が傍聴の必要性を認識できる
議会運営に努めるものとする。
（８） 議会は分かりやすい言葉、表現を用いた
議会運営に努めるものとする。
 （議員活動の原則）
（１）議員は市政の課題及び多様な市民の声を
的確に把握するとともに、自らの資質向上のた
め、不断の研さんに努めるものとする。
（２）議員は市民の多様な意見を的確に把握す
ることに努め、市民全体としての福祉向上を目
指すものとする。
（３）議員は議員立法による積極的な条例提案
を行うよう努めるものとする。
（４）議員は自らの議会活動について、市民に
対して説明責任を果たすよう努めるものとす
る。
（会派）
議員は、同一理念を共有する他の議員と結成し
た政策集団として、議会活動を行うための会派
を結成することができる。 会派は、政策立案、
政策決定、政策提言等において議論を尽くし、
その意思を表明することができる。
（全員協議会）
全員協議会について必要な事項は、我孫子市議
会全員協議会規定（平成６年我孫子市議会訓令
第３号）で定めるものとする。
（議長の権限と役割）
議長の権限については、地方自治法（昭和２２
年法律第６７号。以下「法」という。）に定め
るところによるものとし、その役割について
は、会議規則で定めるものとする。

（１） 議会の活動原則
議会は次に掲げる原則に基づき活動しなければ
ならない。
① 公正性及び透明性を確保し、市民に開かれた
議会運営を行うこと。
② 議決責任を重く認識し、市の意思決定を行う
こと。
③ 市政の課題ならびに議案等の審議及び審査の
内容について、市民への説明責任を果たし、議
会及び行政情報の共有化を率先して進めるこ
と。
④ 市民の多様な意見を的確に把握し、市政およ
び議会運営に反映させること。
⑤ 議員間の討議を活性化し、市政の課題に関す
る論点や争点を明らかにすること。
⑥ 政策立案および政策提言に積極的に取り組む
こと。
⑦ 議員発議による条例制定に取り組むなど、立
法機関としての機能を発揮すること。
⑧ 不断の議会改革を行い、市民の負託に応える
議会を目指すこと。

（２） 議員の活動原則
議員は次に掲げる原則に基づき活動しなければ
ならない。
① 二元代表制の一翼を担う本市の意思決定機関
であることを自覚し、議員間の討議を重んじる
こと。
② 高い倫理観を持ち誠実に職務を遂行し、自ら
の言動に責任を持つとともに、市民への説明責
任を果たすこと。
③ 市政の課題全般について市民の多様な意見の
把握に努め、個別の事案ならびに一部の地域課
題の解決に留らず、部分観ではなく全体観を、
そして、現状最適ではなく将来最適を常に意識
し、市政の発展および市民生活の向上を目指
し、普遍的な利益の実現のために活動するこ
と。
④ 不断の研鑽に努め、自己の資質を高めること
は元よりとして、市政に関する必要不可欠な調
査研究を行い、政策立案および政策提言を行う
よう努めること。

（３） 会派
① 議員は、議会活動を行うにあたり、市政経営
に関する基本的な政策が一致する議員をもっ
て、会派を結成することが出来る。
② 会派は、その活動において、政策立案および
政策提言を行うための調査研究を積極的に行う
よう努めなければならない。
③ 会派は、議会運営・政策立案・政策提言等に
関し、必要に応じ、全会派間等で調整を行い、
議会における合意形成に努めなければならな
い。
④ 会派は、その活動において、市民に対して説
明責任を果たさなければならない。
⑤ 議会は、議会運営にあたり、会派間の公平性
を担保しなければならない。

（会派）
・会派は共通の理念を共有する議員で構成
し、活動する。
・この他については、我孫子市議会会派規
定によるものとする。

（議会運営委員会）
・地方自治法（以下、「法」と言う。）第
109条の2、我孫子市議会委員会条例、我孫
子市議会会議規則及び我孫子市議会先例・
申し合わせ事項第6章第3節によるものとす
る。

（代表者会議）
・法第100条第12項に基づく協議・調整の場
として代表者会議を設置することができ
る。

（世話人会）
・我孫子市議会世話人会設置規定によるも
のとする。

（全員協議会）
・我孫子市議会議員全員協議会規定による
ものとする。
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(情報公開の推進)
○議会は、議会の役割、責任を市民に明ら
かにするため、我孫子市情報公開条例(平成
13年我孫子市条例第28号)の趣旨に則り、保
有する議会活動に関する情報の一層の公開
を図るものとする。

(議会広報の充実)
○議会は、議会活動を広く周知するため、
様々な情報媒体を利用し、議会広報の充実
に努めるものとする。

(議会への市民参加)
○議会は、市民の意向を議会活動に反映す
ることができるよう、広く市民の意見を聴
取する機会の確保に努めるものとする。
※議会報告会の取り扱いをどうするかは現
在会派で協議中

１．議会は積極的に市民に対する情報の発
信、提供及び市民との情報の共有に努める
とともに、市民に対し十分な説明責任を果
たすものとする。
２．議会は、議会活動の透明性を高め、本
会議、委員会等を傍聴、インターネット等
を通じて原則として公開する。
３．議会は、政策形成に多様な市民の意見
を取り入れるために、議会報告会等の意見
交換会の場を設けるものとする。

●市民と議会の関係●市民と議会の関係 ●市民と議会の関係

（４） 会派代表者会議
① 議会は、地方自治法第100条第12項の規定に
基づく協議・調整の場として、会派代表者会議
を設置することが出来る。
☞ 地方自治法第100条第12項：議会は、会議規
則の定めるところにより、議案の審査又は議会
の運営に関し協議又は調整を行うための場を設
けることができる。
② 議会は、円滑な議会運営のため、必要に応
じ、会派代表者会議を活用するものとする。
③ 会派代表者会議についての必要な事項は、我
孫子市議会代表者会議要綱で定めるものとす
る。

（５） 議員全員協議会
① 議会は、地方自治法第100条第12項の規定に
基づく協議・調整の場として、議員全員協議会
を開催することが出来る。
② 議長は、議会の運営、市政の課題等について
協議又は調整を図るため、執行機関からの説明
及び報告並びに議員間の討議を行う必要がある
と認めるときは、議員全員協議会を開催し、こ
れを主催する。我孫子市議会
③ 議員全員協議会についての必要な事項は、我
孫子市議会全員協議会規程（平成6年6月15日
（議）訓令第3号）で定めるものとする。

●市民と議会の関係

（議会と市民参加）
議会は、議会活動に関して有する情報を積
極的に公表し、透明性を高めるともに、説
明責任を十分に果たすものとする。議会
は、市民が議会活動に参加する機会の充実
を図るものとする。

（意見交換会等）
議会は、政策立案及び政策提案に市民の声
を反映させるため、政策課題に対する市民
との意見交換会等を積極的に開催するもの
とする。

（議会への市民参加）
・議会は市民の多様な意見を把握し、反映
しうる合議機関としての機能を発揮すべ
く、市民参加の推進に努め、議員の政策立
案、提言強化を図るものとする。
・市民は主権者としての責務を果たすた
め、主体的且つ能動的に市政及び議会に関
する情報を入手し、意見を述べ、市議会の
活性化に寄与するよう努めるものとする。

（公聴会と参考人制度）
・常任委員会、議会運営委員会及び特別委
員会は、法第109条第5項及び第6項に規定す
る公聴会制度及び参考人制度を活用して市
民の意見及び専門的知見を審議等に反映さ
せるため、公聴会制度及び参考人制度の活
用に努めるものとする。

（会議の公開）
・議会は本会議の他、すべての会議を原則
公開とする。

（市民意見の把握）
・議会は市民等からの請願及び陳情を真摯
に受け止め、適切、誠実にこれを委員会で
審査するものとする。

（１） 説明責任の履行
① 議会は、市民に対し、積極的に情報発信を行
い、説明責任を十分に果たさなければならな
い。
（２） 公開性の担保
① 議会は、原則として、全ての会議を公開する
ものとする。
（３） 情報の発信と共有、市民参加の促進、市
民との意見交換の場の創出
① 議会は、多様な手法を用いて、議会の保有す
る情報を積極的に市民に提供し、市民との情報
共有を図るよう努めなければならない。
② 議会は、市民の多様な意見を的確に把握する
ため、市民との積極的な意見交換の場を設ける
と共に、議会および市政への市民参加の促進を
図るよう努めなければならない。
（４） 請願・陳情の取扱い、および請願者・陳
情者による委員会での発言機会の保障
① 議会は、市民からの請願および陳情を政策提
案等として真摯に受け止め、適切かつ誠実にこ
れを審議および審査するものとする。
② 議会は、委員会での請願および陳情の審査に
あたり、請願・陳情の趣旨を十分に理解するた
め、必要に応じ、紹介議員および請願者・陳情
者等からの意見陳述の機会を設けることができ
る。
③ 議会は、前項の規定にかかわらず、請願者・
陳情者等からの意見陳述の申し出があった場
合、その機会を設けるものとする。
④ 議会は、請願者・陳情者等による意見陳述の
模様について、インターネット中継（生中継・
録画中継）で配信するとともに、会議録に正式
に掲載するものとする。

●市民と議会の関係
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（５） 我孫子市市民投票条例に基づく投票結果
の尊重
① 議会は、市民による自治の重要性を強く認識
し、重要な政策の選択に市民の意思を的確に反
映させるため、市民生活の基本に重大な影響を
与える事項に関し、直接市民の意思を問う制度
として設けられた我孫子市市民投票条例（平成
16年3月30日条例第9号　改正　平成24年6月29日
条例第32号）に基づき実施された市民投票にお
いて、一の事案について投票した者の賛否いず
れか過半数の結果が投票資格者総数の３分の１
以上に達したときは、市民投票の投票結果を尊
重しなければならない（同条第14条）。

（６） 議会報告会の実施
① 議会は、市民に対し、議会で行われた議案等
の審議および審査内容について、議会報告会を
開催し、報告しなければならない。
② 議会報告会に関し必要な事項は、別に定める
ものとする。

●補則

＜基本条例制定のポイント＞

①議会運営の原則に「通年議会」を入れるの
か。
②すべての話し合いの場、「議事録」の作成、
公開の仕方
③議員間同士の討議、自由討議による合意形成
は
④会派とは何か
⑤代表者会議をどう位置付けするのか

⑥議会報告会をどのように位置付けするのか
・・・意見交換会という考え方

（情報の公開と情報共有）
・議会は多様な方法を用いて積極的な情報
公開により市民と情報を共有し、市民の多
様な意見の把握に努めることとする。
・議会は市民の知る権利を保障するため、
議会が保有する情報を市民等の求めに応
じ、原則公開するものとする。但し、著し
く個人等の権利利益が損なわれる恐れのあ
る情報等については、非開示とすることが
できるものとする。
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